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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 12月 24日 (2003.12.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 、 前 記 保 持 枠 ２ ２ に お い て は 、 図 ４ 、 図 ５ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 窓 枠 口 ２ １ の 下
部 内 側 に 位 置 す る 遊 技 補 助 盤 ３ １ が 一 体 成 形 さ れ て お り 、 こ の 遊 技 補 助 盤 ３ １ の 上 端 縁 を
基 準 に し て 前 記 セ ッ ト 口 ２ ３ が 開 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 遊 技 補 助 盤 ３ １ の 正 面 左 上 に 遊
技 球 用 の 球 給 出 口 ３ ２ が 開 設 さ れ る 一 方 、 該 遊 技 補 助 盤 ３ １ の 前 面 側 に 、 フ ァ ー ル 球 回 収
路 部 材 ３ ３ 、 ス ピ ー カ ３ ４ を 内 蔵 し た ス ピ ー カ ケ ー ス ３ ５ お よ び 発 射 レ ー ル ３ ６ 等 が 取 着
さ れ る 前 記 遊 技 補 助 盤 ３ １ の 裏 面 側 に は 、 ア ウ ト 路 ３ ７ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 前
記 機 構 セ ッ ト 盤 Ｈ が 当 接 す る 裏 当 て 板 ３ ８ が 取 着 さ れ る よ う に な っ て い る (図 ６ )。 な お 、
前 記 フ ァ ー ル 球 回 収 路 部 材 ３ ３ お よ び ス ピ ー カ ケ ー ス ３ ５ は 、 カ ー ボ ン チ ッ プ 入 り の Ａ Ｂ
Ｓ 材 か ら 所 要 形 状 に 一 体 成 形 さ れ て 導 電 性 を 有 し 、 ま た 前 記 発 射 レ ー ル ３ ６ の 樹 脂 部 品 ３
９ も 、 カ ー ボ ン チ ッ プ 入 り の ポ リ プ ロ ピ レ ン (以 下 「 Ｐ Ｐ 」 )材 か ら 所 要 形 状 に 成 形 さ れ て
導 電 性 を 有 し て い る 。 更 に 前 記 裏 当 て 板 ３ ８ は 、 カ ー ボ ン チ ッ プ 入 り の Ｐ Ｐ 材 か ら 所 要 形
状 に 一 体 成 形 さ れ て 導 電 性 を 有 し て お り 、 球 給 出 口 ３ ２ に 整 合 す る 開 口 部 ４ ４ 等 が 設 け ら
れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の よ う に 本 実 施 例 の パ チ ン コ 遊 技 機 Ｐ で は 、 該 遊 技 機 Ｐ を 構 成 す る 中 枠 Ｂ 、 前 枠 Ｃ 、 上
球 皿 Ｄ 、 下 球 皿 Ｅ 、 遊 技 盤 Ｉ 、 機 構 セ ッ ト 盤 Ｈ 等 の 構 成 部 材 と 、 こ れ ら 各 構 成 部 材 Ｂ ,Ｃ ,
Ｄ ,Ｅ ,Ｉ ,Ｈ に 配 設 さ れ る 各 種 の 付 属 部 材 や 部 品 を 、 導 電 剤 入 り の 合 成 樹 脂 材 お よ び ／ ま
た は 帯 電 防 止 剤 入 り の 合 成 樹 脂 材 か ら 成 形 す る 一 方 、 こ れ ら 各 部 材 を 成 形 金 具 や 金 属 板 お
よ び ア ー ス 線 等 の 導 電 性 を 有 す る 部 材 を 介 し て 、 裏 カ バ ー 部 材 １ ２ ０ に 設 置 し た 前 記 電 源
基 板 １ ３ １ へ 集 約 的 に 接 続 し 、 該 電 源 基 板 １ ３ １ か ら 機 外 ま た は 当 該 遊 技 機 Ｐ の 電 源 (Ａ
Ｃ ２ ４ Ｖ )へ ア ー ス す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 殊 に 、 球 補 給 設 備 か ら 補 給 さ れ る パ チ ン
コ 球 が 帯 電 し て い る 外 部 静 電 気 は 基 本 的 に 外 部 (島 設 備 等 )へ ア ー ス す る 一 方 、 当 該 パ チ ン
コ 遊 技 機 Ｐ 内 で 発 生 し た 内 部 静 電 気 は 当 該 遊 技 機 Ｐ の 電 源 (Ａ Ｃ ２ ４ Ｖ )ま た は 外 部 へ 適 宜

。 更 に 、



ア ー ス さ れ る よ う に な る か ら 、 前 記 各 構 成 部 材 Ｂ ,Ｃ ,Ｄ ,Ｅ ,Ｉ ,Ｈ お よ び 付 属 部 材 ・ 部 品
に 静 電 気 が 帯 電 す る こ と を 好 適 に 防 止 し て 効 率 的 な ア ー ス 対 策 を 図 る こ と が 可 能 と な り 、
こ れ に よ り 静 電 気 を 原 因 と し た ノ イ ズ 発 生 お よ 器 の 誤 動 作 、 故 障 等 を 好 適 に 回 避 し 得
る 。
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